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北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
六
十
七
回

元
号
考

元
号
「
昭
和
」
を
産
ん
だ
吉
田
増
蔵

　

我
が
国
で
使
わ
れ
る
元
号
は
西
暦
６
４

５
年
の
「
大
化
」
か
ら
始
ま
り
、今
日
の
「
令

和
」
に
至
る
ま
で
２
４
８
件
。「
大
化
」
以

来
今
日
ま
で
１
３
８
０
年
の
日
本
の
歴
史
の

節
目
節
目
を
象
徴
す
る
語
に
な
っ
て
き
た
。

元
号
の
由
来
は
、
紀
元
前
１
４
０
年
ご
ろ
前

漢
武
帝
が
定
め
た
「
建
元
」
に
始
ま
る
中
国

か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
国
内
で
は
飛

鳥
時
代
、
大
和
朝
廷
の
最
有
力
者
・
蘇
我
入

鹿
の
専
横
に
反
す
る
中
大
兄
皇
子
、
中
臣
鎌

足
ら
が
、
彼
を
誅
し
て
起
こ
し
た
政
権
が
天

下
安
寧
を
期
し
て
「
大
化
」
と
い
う
元
号
を

初
め
て
用
い
た
の
が
始
ま
り
。
以
来
、
天
皇
の

即
位
の
時
や
、
時
の
災
害
、
飢
饉
、
疫
病
な

ど
の
災
い
を
断
つ
願
い
を
込
め
て
使
わ
れ
、
明

治
以
降
は
天
皇
一
代
に
つ
き
一つ
の
元
号
を
用

い
る
「
一
世
一
元
」
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
紹
介
の
吉
田
増
蔵
が
提
唱
し
た
「
昭

和
」
も
、
そ
の
理
念
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
、

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
歴
史
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
改
め
て
そ
の
人
、
歴
史
等
を

見
つ
め
直
し
た
い
。

吉
田
増
蔵
と
森
鷗
外
の
出
会
い

そ
の「
昭
和
」を
提
唱
し
た
吉
田
増
蔵（
号
・

学
軒
）
は
１
８
６
６
年
（
慶
応
2
年
）
１
月
、

京
都
郡
勝
山
町
（
現
・
み
や
こ
町
勝
山
）
生

ま
れ
。
村
上
仏
山
の
漢
学
塾
「
水
哉
園
」（
行

橋
市
上
稗
田
）
で
学
び
、大
正
７
～
10
年
（
１

９
１
８
～
１
９
２
１
）
の
奈
良
女
子
高
等
師

範
学
校
（
現
・
奈
良
女
子
大
）
時
代
、
当
時
、

奈
良
に
も
一
時
滞
在
し
て
い
た
帝
室
博
物
館

総
長
・
森
鷗
外
と
出
会
っ
た
。

鷗
外
は
当
時
、
宮
内
省
図
書
頭
（
ず
し
ょ

の
か
み
）
と
し
て
も
務
め
、
ま
た
、
吉
田
も

大
正
9
年
（
１
９
２
０
）
10
月
、
鷗
外
か
ら

の
任
用
で
図
書
寮
の
編
修
官
と
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、鷗
外
が
当
時
行
っ
て
い
た
「
元
号
考
」

編
成
作
業
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
手
伝
う
こ

と
に
な
っ
た
。

そ
の
鷗
外
は
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
7

月
9
日
、
病
に
よ
り
死
去
し
た
。
病
魔
が
進

む
な
か
吉
田
へ
の
信
頼
は
群
を
抜
き
、
所
持

し
て
い
た
漢
籍
数
千
巻
に
つ
い
て
遺
言
書
で

「
余
が
死
し
た
ら
ば
之
を
吉
田
増
蔵
君
に
贈
る

べ
し
。
吉
田
君
の
外
（
ほ
か
）
善
く
之
を
用

い
る
も
の
な
し
」
と
託
し
て
い
た
。
こ
れ
を
受

け
て
吉
田
は「
元
号
考
」の
研
究
を
引
き
継
ぎ
、

完
成
さ
せ
た
。
そ
の
「
元
号
考
」
は
、
国
内

外
の
元
号
の
出
典
調
査
、
研
究
の
成
果
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
元
号
考
案
に
不
可
欠
な
資

料
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、そ
の「
昭
和
」と
は
。

大
正
天
皇
の
崩
御
の
危
機
に
際
し
て
吉
田

は
宮
内
大
臣
・
一
木
喜
徳
郎
よ
り
新
元
号
の

創
案
作
成
の
内
命
を
受
け
た
。
彼
は
中
国
最

古
の
経
典
「
書
経
」
の
中
の
文
章
「
百
姓
昭

明
共
和
万
邦
」（
全
て
の
人
民
は
明
る
く
、
全

て
の
国
は
和
や
か
に　
と
の
意
）か
ら「
昭
和
」

と
い
う
文
字
を
元
号
10
案
の
一つ
と
し
て
提
示
。

大
正
15
年(

１
９
２
６
）
12
月
25
日
未
明
の

大
正
天
皇
崩
御
を
受
け
て
の
同
日
の
枢
密
院

会
議
で
新
元
号
に
決
定
し
、
若
槻
礼
次
郎
首

相
に
提
出
し
た
。
そ
の「
昭
和
」は
64
年
続
き
、

世
界
最
長
の
元
号
と
い
わ
れ
る
。経
典「
書
経
」

の
世
界
＝
人
類
の
平
和
へ
の
願
い
が
現
実
の
も

の
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
当
時
、
元
号
に
つ
い
て
様
々
な
問

題
も
起
き
て
い
た
と
い
う
。
一つ
は
幕
末
の
孝

明
天
皇
の
時
代
、
弘
化
、
嘉
永
、
安
政
、
慶

応
な
ど
実
に
七
つ
も
の
元
号
が
使
わ
れ
て
い
た
。

「
大
正
」
は
過
去
、
安
南
（
ベ
ト
ナ
ム
）
で
も

例
が
あ
っ
た
、
な
ど
。
さ
ら
に
「
新
元
号
＝

昭
和
」
発
表
の
朝
、
日
本
国
内
で
も
「
新
元

号
は
光
文
」
と
報
じ
た
新
聞
も
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
事
案
を
受
け
て
吉
田
は
「
大
正
改
元

の
失
敗
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
後

世
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
吉
田
は
、
元
号
に
込
め
ら
れ
た
平
和
へ

の
願
い
と
は
裏
腹
に
、
宮
内
省
の
官
僚
だ
っ
た

こ
と
で
も
あ
り
「
米
国
及
び
英
国
に
対
す
る

宣
戦
の
詔
書
」起
草
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
時
、

す
で
に
重
症
の
胃
潰
瘍
だ
っ
た
彼
は
開
戦
11

日
後
の
１
９
４
１
年（
昭
和
16
年
）12
月
19
日
、

東
京
・
上
落
合
の
自
宅
で
逝
去
し
た
。
76
歳

だ
っ
た
。

現
在
、
元
号
は
令
和
で
7
年
目
。
吉
田
の

故
郷
み
や
こ
町
勝
山
に
は
平
成
24
年
、
吉
田

学
軒
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
業
績
、
人

物
が
多
く
の
人
か
ら
し
の
ば
れ
て
い
る
。

昭
和
の
１
０
０
年
目
を
迎
え
て

令
和
7
年
西
暦
２
０
２
５
年
の
今
年
は
、

吉
田
増
蔵
が
考
案
し
た
「
昭
和
」
の
１
０
０

年
目
で
も
あ
る
。
今
、
国
は
毎
年
4
月
29
日

を
「
昭
和
の
日
」
と
し
、
祝
日
に
し
て
い
る
。

改
め
て
「
昭
和
」
の
創
造
者
＝
吉
田
増
蔵
へ

の
国
民
の
思
い
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

か
つ
て
昭
和
天
皇
の
誕
生
日
が
4
月
29
日

で
、
国
は
同
日
を
「
天
皇
誕
生
日
」
の
祝
日

と
し
て
い
た
。
そ
の
昭
和
天
皇
は
１
９
８
９
年

に
没
し
、
国
は
こ
の
日
を
「
み
ど
り
の
日
」

と
し
て
い
た
が
、
２
０
０
７
年
、「
昭
和
」
と

い
う
名
を
残
そ
う
と
い
う
想
い
か
ら
、
こ
の
4

月
29
日
を
「
昭
和
の
日
」
と
し
、「
み
ど
り
の

日
」
は
5
月
4
日
に
移
し
た
。
吉
田
増
蔵
と

日
本
、
国
民
と
の
関
わ
り
は
長
く
深
く
、
決

し
て
絶
え
な
い
の
で
あ
る
。

𠮷田増蔵出身地のみやこ町商工会館勝山支所に建つ吉田学軒（増蔵の号）顕彰碑

吉田増蔵（吉田学軒）

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ　

村
田
和
夫

みやこ町歴史民俗博物館学芸員
井上 信隆氏

みやこ町歴史民俗博物館の学芸員として、地

域の歴史や民俗文化の研究をはじめ、各種の

文化財保護活動に尽力。特に考古学研究や郷

土資料調査に精通し、企画展示や講演を通じ

て町の歴史的な魅力を発信している。また、

郷土出身で偉大な功績を残した先人の生涯

を児童・生徒に分かりやすく伝えるため、先

人マンガ『吉田兄弟物語』の原作執筆を手が

けた。「みやこ」の名が示すように重要遺跡が

集中する町の特色から、これらの文化財を

「地域の宝」ととらえ、出前授業や史跡巡りな

どを通して、児童生徒をはじめ、住民を対象

に郷土愛を育む活動を積極的に行っている。

2025年5月29日(木)
10:00~11:30 <開場9:30 >

会場

参加費

定員
申込期限

小倉城庭園研修室
（小倉北区城内1-2）
会員1,500円
一般2,000円
（資料代含む）
20名（事前予約制）
5月26日（月）

北九州歴史文化塾
講演会

昭
和
１
０
０
年

な
ぜ
「
昭
和
」
だ
っ
た
の
か

元
号
創
案
の
真
実

プロフィール

講師


